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論 文 内 容 要 旨
緒 言
醤油製造 において、"一 麹,二 擢入,三 火入"と いわれ るよ うに火入れ は最
も重要な工程 の一つである。火入れは殺菌の他 に酵素の失活,火 香の付与,色
沢の調製や塑成分の除去な どを目的 とし、出来た醤油の最終的な特徴が与 えら
れ る。 したがって、火入れに関 して秘密 のべ一ル に隠 され研究報告 は少 ない。
しか しなが ら、大手企業 を中心に大手企業の立場での研究が精力的 にな され、
望の主成分はタンパ ク質であるこ と以外未 だに統一的な知見が得 られ ていない。
その背景 としては、醤油は他種物質の高度 に濃縮 した複雑な混合系であること、
他種類の酵素が含 まれ原因を酵素に求めよ うとしてい ること、最終的 には特許
との関わ りな どが挙げ られ る。
そ こで、本研究では醤油火入れ塑生成 の制御因子の解析 を目的 とした。第一
章では、火入れ生成条件 と重構成成分について検討 した。第二章では、醤油 中
に火入れ塑生成促進因子,抑 制因子お よび遅延 因子の存在 を明かに し、塑制御
を試みた。第三章では、塑生成促進因子 を精製 し化学構造について検討 し、第




醤油の風味の付与ばか りでなく、塑の生成 にも役 に立 ってい る。 しか し、同一
の工場で同一の工程で製造 され た醤油でも生産 ロッ トによって様 々な醤油が生
産 され、同一の火入れを行 っでも璽の生成 の仕方やその量 に差異が あることが
知 られてい る。本章では、生揚醤油,温 度,加 熱時間な ど重の生成に適 した条
件 を検索す るとともに、重の構成成分について検討 した。
1.塑 の生成条件
宮城 県醤油醸造協同組合で醸造 された生産 ロッ トの異なる3種 類の生揚醤油
を60℃ で加熱 した結果(Fig,1)、 璽生成量や生成 に要す る時間に差が見 られた。
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塑 の最 も多 か った醤 油 を用 いて 、加 熱 時間 を60分 または90分 と し、望 生成 に及
ぼす 温度 の影 響 を見 た結 果(Fig,2)、 望 生成 は60～65℃ で最 も多 く、65℃ か ら
70℃ で は著 しく減 少 し、85℃ 付 近 でや や増加 す る傾 向 が見 られ た。 次 に、加 熱
温 度 を60℃ また は85℃ と し、望 生成 の時 間経過 を見た結 果(Fig.3)、60℃ では
時 間 と ともに生成 量が増加 し約60分 で平衡 に達 したが 、85℃ で は増加 が 少 な く、
90分 で も平衡 に至 らなか った。 璽 の生成 量 は60℃ で は85℃ よ り明 らか に多か っ
た。 これ らの結果 か ら、60℃ で は85℃ よ りも璽 の生成 量 が多 く、90分 の加 熱 で
も焦 げ臭 の発 生 が見 られず 、従 来 か らの火 入 れ温 度 よ りも良好 な結 果 が得 られ
た。
2.生 成 した塑 の成 分
前 記 の実 験 におい て重 生成 を濁度 とタンパ ク質量 の 両測 定 法 で見 た ところ変
動 が並行 し、水 洗 した望 の約90%が タ ンパ ク質 で あった。 醤 油 の生産 ロッ トに
よ る望生 成 の量 的 な差 異や 生成 速度 の違 い が、塑 の質的差 異 に よ る もの か ど う
か を検討 す る 目的で 、塑 の多 く生成 す る生揚 醤 油 と少 な い醤 油 を用 い 、60℃ と
85℃,90分 加 熱 で生成 した タンパ ク質 を比較 した。望 生成後 水 洗 し、8M尿 素 で
変性 させSepharoseCL-6Bカ ラム に供 し、 その タンパ ク質 の溶 出パ ター ン を比
較 した(Fig。4)。60℃ と85℃ で ほ ぼ同 じ溶 出パ ター ンを示 し、また重 の多 く生
成 す る生揚 醤 油 も少 ない醤 油 も同様 の傾 向 を示 した。 次に 、ア ミノ酸 組成(mol
%)を 比 較 した(Fig.5)。60℃ で塑 の多 く生 成す る生 揚醤 油(A)も 少 ない もの(B)
も同 じパ ター ンを示 した。085℃(C)の パ ター ンも60℃ と同様 で あっ た。 さ らに 、
重 量比 に換 算 して 、他 社 の文 献値 と比較 した ところほぼ 同様 の組 成 比 で あ った
(Tablel)o
これ ま での火入 れ塑 の研 究報 告 は水洗 ない し透 析 した璽 で行 われ て き た。 そ
こで、60℃,90分 で生 成 した未 処理 の塑 の構成 成 分 につい て検討 した(Table2)。
乾 燥重 量100g当 りタンパ ク質 は31.9g、NaClは26.4g、 フィチ ン酸 は1.88g
で あ った。K,Fe,Si,Ca合 わせ て約1%で あった。 これ らの成 分 を総 じて も61.2
%で あ り、他 の38.8%は 糖類 で あ るもの と推 定 され た。 また、水溶 性 と透 析性
を計 算 した結 果(Table3)、 大部 分 の糖 類 は水溶性 ない し透 析性 で 、透 析 され な
い糖類 は僅 か11.9%に 過 ぎない こ ともわ か った。
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以 上 の結 果 か ら、水 不溶性 の塑 の主成 分 は タ ンパ ク質 であ り、塑 の生成 量 の
多少,製 造 会社,加 熱 温度や加 熱 時間 にか かわ らず 、同一 タンパ ク質 であ る と
考 え られ た。 しか し、重 の生成 には温度 依 存性 が 見 られ ず 、600C付 近が有 効 で
あ るこ とが分 か った。 また、塑 には水 溶性 また は透 析性 の成 分 も多 く含 まれ る
こ とが分 か った。
第二章 火入れ望生成の制御要因の検索と制御
第1章 では火入れ璽 の主成分が タンパ ク質であ り、生揚醤油では60℃ では よ
く璽 を生成す るが、85℃ に温度 を上げて も生成は早ま らず、量 も増加 しない こ
とか ら単純な熱変性 とは考 えられ ない。そ こで、60℃ で特異的に望が生成 され
る要因を明 らかにす ることを 目的 として以下の実験を行った。
まず、生揚醤油を分子量5,000以 上の高分子画分 と、それ以下の低分子画分
に限外 ろ過を用いて分離 した。 さらに、低分子画分の有機溶媒による分画も行
った。得 られた画分それぞれを単独または混合 して加熱 を行い、塑生成量を測
定 した。
1.低 分子 画分 お よび 高分子 画分 のみの塑 生成
低 分 子画 分 だ けを加 熱 した結果 、塑 生成 はみ られ なか った。 限外 ろ過 で5倍
に濃縮 され てい る高 分子 画分 を17%食 塩 水 で5倍 に希釈 し、60℃ と85℃ で加 熱
した結 果(Fig.6)、60℃ の加 熱 にお いて15分 まで多少 望 量 が増加 したが 、それ 以
降 ほぼ 平衡 に達 した。85℃ の加 熱 で は30分 まで急速 に重 量 が増加 し、60分 以 降
ほ ぼ平衡 に達 した。塑 生成 量 は60℃ よ り85℃ で明 らか に多 く、璽生成 の挙動 が
生 揚醤 油(Fig.3)と で ま った く逆の 関係 とな った。 前 記 同様 に希釈 した高分
子画 分 を50～90℃ の各 温度 で60分 お よび90分 の加熱 した ときの重 生成 の変動 を
みた(Fig.7)。60分 も90分 もほ とん ど同 じ値 を と り、60℃ に小 さな肩 を もつ
が、Fig.2と 異 な り火入 れ塑 生成 量 は温度 が 高 くな るに従 って増加 す る傾 向が
み られ た。 醤 油 の低 分 子画分 を含 まない高 分子 画分 だ けの火 入 れ の場合 、火 入
れ塑 生成 の主 な原 因は タンパ ク質 の熱凝 固で あ る と推 定 され た。 これ らの結 果
は低 分 子 画分 に火入 れ璽 生成 に関 与す る成 分が含 まれ て い る こ とを示 して い る。
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2.高'分 子画 分へ の低 分子 画分 の添加 効果
次 に 、高分 子画分 へ低 分 子画 分 を添加 した場 合 の重生成 を検 討 した。 低分 子
画 分 の添加 率 を変 え、60℃ ない し85℃,90分 で加 熱 を行 った(Fig.8)。 低 分子
画 分 の量 を増や す に従 って 、60℃ で は火 入れ 塑 生成 量が 増加 し、85℃ では逆 に
減 少 した。低 分 子画分 を分 子 量500で 分 離す る膜 を用 い 限外 ろ過 した画 分 を得 、
添加 効果 をみ た(Fig.9)。60℃ の促 進活性 お よび85℃ の抑制 活性 がみ られ、醤
油 に含 まれ る量以 上 に添加 して も効果 が確 認 され た。 この結 果 よ り、 これ らの
因 子 は分 子量500以 下 と推 定 され た。 また 、4社 の 市販 醤 油 におい て も これ ら
同様 の活 性 の存在 を確 認 した。
品質 に大 きな影 響 を与 えず 、塑 を生成 させ る60℃ の加 熱 につ い て詳細 に検 討
を行 った。低 分子 画分 の添加 量 を変 え、高分 子 画分 に添加 してそ の時 間 の影 響
をみ た(Fig.10)。 低 分 子画分 の添加 量:が増加 す る と璽 生成:量も増加 した。 低 分
子 画 分0.0お よび0,5の もの は10分 です で に璽生 成 が見 られた。1.0で は10分
で塑 生成 が見 られ なか った が、 それ 以降 急速 に璽 生成 が見 られ た。1.5で は、
45分 まで塑 生成 が 見 られ な か った。 この結 果 は 、塑生成 を遅 らせ る成 分 の存在
を示唆 した。
3.有 機溶媒抽出画分 の影響
醤油の品質変化 を少 なくす るために、温度 をかける時間 も少 な くす る必要が
ある。そ こで、璽生成促進因子の抽 出を二層分配による分離 を検討 した結果 、
ブ タノールに移動す ることが分か った。ブ タノール抽 出画分の添加量を変 え、
重生成 量 と時間の影響 をみた(Fig.11)。 醤油に含 まれ る量 よ り多 くこの画分 を
添加 しても重生成 に遅れ が認 め られず速やかに生成 した。また、添加量が多い
ほ ど望生成量も増加 した。次に、ブタノール抽出の水層について前記同様 に添
加量 を変 え、塑生成量 と時間の影響 をみた(Fig.12)。 添加量の多い方が重生成
に遅れ が見 られたが、最終的な塑生成量 に大 きな差はなかった。 この結果 よ り、
ブタノール抽出水層 に望生成遅延因子の存在が示唆 された。
4.塑:生 成 の制 御
これ まで、 高分子 画分 は塑 前駆物 質 画分 で あ り、低 分 子画分 に85℃ にお け る
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璽 生成抑 制 因子 、そ のブ タ ノール 抽 出ブ タノール 層 に60℃ の璽 生成促 進 因子 、
水 層 に遅延 因 子 の存 在 を明 らか に してき た。 これ らの因子 の添加 に よって重 生
成 を制 御す る こ とが可能 と考 え られ た。 重生成 促進 因 子画分 と遅延 因子 画分 の
添加 量 を変 え、重前駆 物 質画分 にそれ ぞれ組 み合 わせ て添加 し、60℃ で塑 生成
量 と時 間 の影 響 をみ た(Fig.13)。 促進 因子 画分 の増 量 は遅延 因子 の 量 に影響iさ
れず 望 生成 量 を増加 させ た。遅延 因子 画分 の増 量 は促 進 因子 画分 の 量 に関係 な
く1.0の とき遁 生成 の立 ち上が りを30～45分 に2.0の ときは90分 に まで遅 らせ
た。 この結 果 よ り、重 生成 量は促 進因子 画分 に よ り制御 で き、重 生成 に要す る
時 間 は遅延 因子 画分 に よ り制御 で きる こ とが分 か った。
以上 の結果 を総合 す る と、Fig。14に 示 した よ うに 、60℃ の火入 れ で は重生成
促 進 因子 の添加 に よ り璽生 成 量 を増加 させ る こ とが可能 とな り、遅延 因子 を除
くこ とに よって璽 生成 時 間 を短 縮で き、85℃ では抑 制 因子 を除 くこ とに よって
塑生 成量 を増加 させ得 る こ とが明 らか とな った。
第三章 火入れ望生成促進因子の精製と化学構造
前章までに塑の生成は醤油分画時の特定の画分 によって制御出来 ることを明
らかに してきた。本章では醤油中に存在 し、60℃ で塑生成促進効果のある物質
の精製 と化学構造の同定 を試みた6
1.塑:生 成促 進 因子 の精製
生 揚醤 油 をpH2に 合 わせ た後 、水飽 和 ブ タ ノール で抽 出 し、濃 縮 した。 次 に、
アセ トニ トリル に懸濁 し可溶 性 画分 と不溶性 画 分 に分離 し、不溶性 画 分 を さら
に 固形 状 画分 とシ ロップ状 画分 に分離 した。 塑 生成促 進活 性 は アセ トニ トリル
可溶性 画 分 と不溶性 画 分 の シ ロップ状 画分(以 下不溶性 画 分 と表 記)に 存在 し
た 。 生揚 醤油 お よび それ ぞれ の画分 をSephadexG-10で ゲル ろ過 し潜 性のパ タ
ー ン を生揚 醤 油 と比較 した(Fig .15)。 アセ トニ トリル 可溶性 画 分 の主 ピー クは
生揚醤 油 の2つ の ピー クの うちV,側 、不溶性 画 分の ピー クはV・側 とほ ぼ一致 し、
両者 を加 算 したパ ター ンは生 揚醤 油の パ ター ン とほ ぼ一致 した。
一280一
a,ア セ トニ トリル 可 溶 性 画 分 か らの促 進 因 子 の 精 製
SephadexG-25カ ラ ム(0.5M酢 酸 系)でSepbadexに 親 和 性 の あ る 画 分 を除 き 、
活 性 画 分 を集 め た。 濃 縮 した後 、SephadexG-10(0.5M酢 酸 系)を 通 し活 性 を検
索 した(Fig.16)。 メイ ン活 性 ピー ク を集 めRP-18カ ラ ム(35%メ タ ノー ル 系)に
供 した(Fig.17)。R,18.8分 の ピー ク に活 性 が 存 在 し、 この 画 分 を集 め 濃 縮 した 。
エ タ ノー ル に懸 濁 した と こ ろ 沈 殿 が生 成 した が 、 活 性 は 可 溶 性 画 分 に 存 在 した 。
溶 媒 を 除 い た 後 、 分 析 用 のRP-18カ ラム(35%メ タ ノー ル 系NAIItech700CH
carbohydrateカ ラ ム(水 系)お よびShodexOHpakQ-801カ ラ ム(水 系)を 用 い 単
一 ピー クで あ る こ とを確 認 した(Fig
.18)。 こ こ で 、 単 一 で 作 用 す る化 合 物 の 一
っ が精 製 で き た 。
b.ア セ トニ トリル 不溶性 画 分 か らの促 進 因子 の精製
精 製 は可溶 性 画分 とほぼ 同様 の方法 で行 った。SephadexG-10で 溶 出 した活
性 メイ ン ピー クの画 分 を集 めてRP-18カ ラム(水 系)に 供 した(Fig.19,A)。 塑生.
成活性 はR,2～5分 に存 在 した。 この画 分 を集 め リク ロマ トグラ フ ィー を した結
果Fig.19,Bと な り、R,約3分 がわず か な先 割れ の ピー クで 、 この ピー クに活
性 が存在 した。 流 速 を落 と し(0.8ml/min)、 カ ラム を氷冷 す るこ とに よって 、 こ
の ピー クが分離 可能 とな った(Fig.20)。1.6mlんinで 分 離 し、 リク ロマ トグラ
フ ィーす るこ とに よ りピー クはほ ぼ単一 とな った(Fig.21)。 これ をAlltech
700CHcarbohydrateカ ラム に供 した(Fig.22)。 これ らの ピー クをa～fの6グ ル
ー プ に分 けたが 、 どの グルー プ に も活性 は認 め られ なか った。 分離 した全 グル
ー プ を混合 す る と活性 が戻 った ので 、2グ ルー プ または3グ ル ー プ の組 み 合 わ
せ で混合 し活性 を測 定 したが いずれ に も活性 は認 め られ なか った。 精製 過程 を
Table4に 示 した。
アセ トニ トリル 不溶 性画 分 の精製 の結 果 か ら、重生成 促進 は化 合物 の混合 系
で働 くものが存 在 し、ま た精製表(Table4)に 示 した とお り精製 が進 む に した
が って 、活性 が大 き く減 少 す る こ とか ら、混合 系 で作用 す るものが 多い もの と
考 え られ た。以 上 の実験 か ら、重 生成促 進 因子 活 性の あ る化合 物 は 、単一 化合
物 で働 くもの と複 数 の化 合物 の混 合 系で働 くもの が ある こ とが 明 らか とな った。
そ して、 アセ トニ トリル 可溶性 画 分か ら単 一 で作用す る化 合物 の一 っ が精製 で
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き た 。
2.塑 生成促 進 因子 の 同定
アセ トニ トリル 可溶 性 画分 か ら単一物 質で塑 生成促 進 作用 を持 つ化合 物 が精
製 され た。 その化 合物 の 同定 を試み た。 スポ ッ トテ ス ト(Table5)か ら、α一ア
ミノ酸 で あ る と推 定 され た。13C一 醐R(Fig,23)よ り炭 素 は9個 と推 定 され 、2
個 のカル ボ ニル の存 在 が示唆 され た。1H-NMR(Fig.24)よ りブチル 基 の存 在 が
示 唆 され 、COSYに よ り確認 され た。 キ・ラル 中心 が存在 し、カル ボ キ シル基,ア
ミノ基,プ ロ トンが付 い てい るもの と推 定 され た。 これ らを総合 す る と、 この
化 合物 はL-glutamicacid5-rbutylesterと 考 え られ た。 これ らの ケ ミカ
ル シフ トはプ ロ トンお よび炭 素の 計算値 な らび に グル タ ミン酸 の文献値 に近 い
もので あ った。
抽 出初期 にブ タ ノール を使 用 してい るので、 アー テ ィ ファ ク トの可能性 も考
え られ た。 そ こで 、生揚 醤 油 を濃 縮 しエ タ ノール で抽 出 し、 次 にアセ トニ トリ
ル で抽 出 した もの をAlltech700CHcarゆohydrateカ ラム に供 した(Fig.25)。 因
子 の溶 出す るR,38.1分 の ピー ク と先 に精 製 したL-glutamicacid5-rbutyl
esterを 添加 した もの と一致 し、 この ピー クに璽 生成促 進活1生が見 られ た。 し
た が って 、アー テ ィ ファ ク トでな く生揚醤 油 中 に存 在 す る物 質 と推 定 され た。
第 四章 火入 れ望 生成促 進 因子 の異性 体
前 章 では 、塑生成 促進 因子 の精 製 を行 い、複数 の混合 系 で働 く化 合物 と単独
で働 く化合 物 が存在 す るこ とを明 らか に した。 また 、単独 で働 く化 合物 の一 っ
の化学 構 造がL-glutamicacid5-rbutylesterと 同定 され た。 そ こで本 章で
は 、重 生成機 構 の解 明 を 目的 と して、 この物質 の異性 体 の化学 合成 お よび合 成
した 異性 体 の重 生成活 性 の強 さを比較 した。
1.異 性 体 の 合 成
L-Glutamicacid5-alkylesterの 合 成 に つ い て は エ ス テ ル 交 換 法 な ど2～3
の 方 法 の 検 討 を 行 っ た 。 そ の 中 で 、L-glutamicacid5一 炉butylester(nBG)は
グ ル タ ミ ン 酸 とrブ タ ノ ー ル を 硫 酸 中 で 反 応 さ せ 、RP-18カ ラ ム(40%メ タ ノ ー
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ル 系)・ で 分 離 精 製 す る こ と に よ っ て 、 合 成 され た 。 ま た 、1H一 醐Rで 構 造 が 確 認
で き た 。 こ の 方 法 で 、 グル タ ミ ン 酸 のisobuty1(iBG),rbuty1(sBG),かpropyl
(nPG)お よ びisopropyl(iPG)エ ス テ ル を 合 成 し、 精 製 した(Fig.26)。 精 製 し
た も の は1H一 醐R(Fig.27,28)と ニ ン ヒ ド リ ン 反 応 で 構 造 を 確 認 し た 。
2.異 性 体 の塑 生成活 性 測 定
iBG,sBG,nPG,iPG,施uty1一,methyl一 お よびethyl一 エ ステル は試薬 で購 入 した。
それ ぞれ の活性 を測 定 した(Fig.29)。nBGが もっ とも活性 が 高 く醤 油1m1当 た
りに換 算す る と約1μmolの 存在 で 璽生成 の 平衡 に達 した。nPGが つ い で高 く約
8.6μmol,iBGとsBGは ほぼ近 い活性 を持 ち約22μmolで 平衡 に達 す る と推 定
され た。 また、孟一buty1エ ステル は水 不溶性 であ り、 グル タ ミン酸お よびmethy1
一 とethyl一 エ ステル は塑 生成 活性 が認 め られ なか った
。 これ らの結果 か ら、璽
生成 活性 を持つ た め には グル タ ミン酸 以外 に炭 素数 で3個 以 上持 っ こ と、 さ ら
に直 鎖 で ある方 が高活 性 で あ る と考 え られ た。 したが って 、今 の ところnBGが
最 も高活性 で あ り、醤 油 に も含 まれ てい る こ とか ら食 品添加 物 と して タ ンパ ク
質性 の重 除去剤 として の利 用 に期 待 が持 たれ る』 さ らに、本物 質 と結合 す る タ
ンパ ク質 に特異性 が あれ ば タ ンパ ク質研 究 の ツール と して も期 待 で き るもの と
考 え られ る。
総 括
材料,微 生物や方法の改良によって本来は璽のでない醤油の製造が望まれて
い るが、難 しく、未だに成功 していない。85℃ 前後の火入れは風味や酵素 の失
活 とい う点で必要であるが、15分 以上だと風味を損なって しま う。塑生成が避
け られないものであるな らば、ある時期にま とめて璽成分 を除去 し、かっ風 味
を損 なわない方法を見いだす こ とが本研 究の 目的である。すなわち塑生成 を制
御す る因子の解析を試みた。
第一章では、85℃ の火入れの前 に風味を損な うことのない蓮生成促進条件
(60℃,90分)を 設定す ることができた。 また、塑 の不溶性の主成分はタンパ ク
質で、60℃ と85℃の塑 タンパク質,望 の多い醤油 と少ない醤油のタンパ ク質な
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らび に他社 で問題 にな って い る望 タ ンパ ク質す べ て同一 タンパ ク質か らな るこ
とが分 か った。 さ らに、塑 には水溶 性 ま たは透析性 の成 分 も多 く含 まれ る こ と
が分 か った。
第 二章 で は、醤油 の分 子量500以 下 の低 分 子 に火 入れ 塑生成 を60℃ 付近 で促
進 し、85℃ 付 近 で抑制 す る因子 の存在 を明 らか に した。 ま た、 この低 分子 画分
をブ タノール 抽 出 に よ り、重 生成促 進 因子 と遅延 因 子 に分 離す るこ とが できた。
さ らに、 これ らの因子 の添加 や 除去 に よ り重生成 を制御 す る こ とを可 能 と した。
第 三 章で は、塑 生成促 進 因子 は単一物 質 で作用 す る化合物 と、複 数 の混合 系
で作用 す る化合 物 が共存 す る こ とを明 らか に した。 さ らに、単 一 で作用 す る化
合 物 の一つ の精 製 に成功 し、L-glu⑱micacid5-rbutylesterと 同定 した。
第 四章 では 、L-glutamicacid5一 πbutylesterの 異性 体 を合 成 した。 そ れ
らの重 生成促 進活 性 を比較 した どころ、L-glutamicacid5-rbutylesterが
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論 文 審 査 結 果 要 旨
「お り」 は ビール,ウ イスキー,日 本酒,醤 油等 の醸造業界 では共通 の重用な研究課題 である。本
研究は醤油 に的を絞 り,生 揚げ醤油工場 と密 に連絡を と りながら行 った研究で ある。
材料,微 生物 や方法の改良に よって本来は 「お り」 のでない醤油 の製 造 が望 まれ て い るが,難 し
く,い まだに成 功 していない。「お り」は生揚げ の殺菌工程 で もある火入れ工程で生 じる。85℃ 前後の
火入れ は風味や酵 素の失活 とい う点で必要で あるが,15分 以上だ と風味を損な って しま う。「お り」生
成 が避け られない ものであるならば,あ る時期にま とめて 「お り」成 分を除去 し,か つ風味を損なわ
ない方法を見いだす ことが本研究 の 目的であ る。すなわ ち本研究では 「お り」 生成 を制御す る因子の
解析 を試みた。
第一章では,85℃ の火入れ の前に風味を損な うことのない 「お り」 生成促進条件(60℃,90分)を
設定す ることがで き,不 溶性 「お り」の主成分はタ ンパ ク質で あることを明 らか に した。60℃ と85℃
の 「お り」タ ンパ ク質はすべて同一 タンパ ク質 であ り,「お り」には水溶性 または透析性の成分 も多 く
含 まれ ることを明 らかに した。
第二:章では,醤 …油の分子量500以 下 の低分子に火入れ 「お り」生成を60℃ 付近 で促進 し,85℃ 付近 で
抑制す る因子の存在 を明らかに した。また,こ の低分子画分 をブタノール抽出に よ り,「お り」生成促
進因子 と遅延 因子 に分離す ることがで き,さ らに これ らの因子 の添加や除去 に より 「お り」 生成 を制
御す ることに成功 した。
第三章では,「 お り」生成促進 因子 として単一物質 で作用す る化合物 と複数の混合 系 で作 用す る化
合物 とが共存す る ことを 明らかに した。 さらに単一 で作用す る化合物 の単離に成功 し,機 器分析 の結
果,L-glutamicacid5-butylesterで あ る重用な知 見を得 てい る。
第四章 では,L-glutamicacid5-butylesterの 異性 体 を合成 し,比 較 検討 した結 果,L-glutamic
acid5-butylesterの 「お り」生成促進活性 が最 も高 いことを明 らか に した。
以上ρ結果 は,タ ンパ ク質 の機能解 明に新たな展開を与えるだけでな く,醤 油醸 造業界 に とっては
実用上の強 いインパ ク トとな り,品 質 の良 い醤油醸造が期待 され,博 士(農 学)の 学位 を授与す るに
値す ると判定 した。
一293一
